
く問題IV-（呈） ：鋼構造及びコンクリート〉

1. 橋梁計碩に関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選ぴなさい。

a.橋は道路の一部をなすものであるので、架橋位置の選定にあたっては、路線線形に適

合することが必要である。

b.橋によって路線全体の線形が決まることもあるので、架橋佼匿の選定にあたっては慎

重に行わなければならない。

c.防災を考慮した計画として、津波による影響は過去の被害から正確に評価する事が可

能であることから、架橋位置や構造形式に反映する必要がある。

d. r可J11や道路、鉄道等の交差物件を有する橋の計画に当たっては、管理者と協議し架橋
佼置や支問割、橋脚枕霞等を決めなければならない。

2同 道路橋示方審で示されている橋猿の設計、施工、維持管理に必要な調登に関する記述と

して、誤っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a.鍛橋の部材の設計にあたっては、防せい防食と疲労による劣化の影響を考慮しなけれ

ばならない。

b.コンクロート部材の設計にあたっては、塩害による劣化の影響を考慮しなければなら

ない。

c.下部構造の設計及び施工にあたっ七は、地盤の調査、河相、幸I]水状況等の調査、路工

条件の調査を行わなければならない。

d.耐震設計に必婆な情報を得るための説査では、主として架橋位置で記録された地震波

に関ナる調査が重要である。

3岡 橋の構造設計ょの配戚毒事項に闘する記述として、誤っているもの薮畠～dのなかから選ぴ

なさい。

a.橋全体の致命的な状態を回避するために、構造全体としての補完性又は代替性を確保

する場合があるが、補完性と代替性の区別は特に必要はない。

b.発散振動などの自励的で制御悩難な現象を発生しないような構造とする。

c.橋全体の致命的な状態を回避するためのフェイルセーブ機能とは、着目する一部の部

材が破壊しても他の同様な機能を有する部材へ応カが再配分される機能を言う。

d.供用期間中の点検、調査及び維持管理を行うための設備の設置を設計時に配慮、してお

く事が必婆である。



4. 道路橋設計の活荷量！こ関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a.現行の道路橋示方蓄と平成5年改訂以前との活街重の関係を見ると、 A1苛重はTL-20

荷主震を、 Bl苛議はTT-43荷重をそれぞれ包括している。

b.群衆荷重及び軌道の車両イ荷重には、人 B稲荷重による違いは無い。

c.歩道部の床版及び床総を設計する場合の群衆荷重i士、3.5kN/rn'の等分布荷重を載荷す

る。

d.支関長が特に緩い主桁や床版橋を設計する際の車道部の活荷主震は、 T荷議とLl管震の

うち不利な荷重を用いて設計しなければならない。

5闇 鋼材に関する記述として、誤っているものを誼～dのなかから選ぴなさい。

a.祷接構造用圧延鋼材は、溶接性を磯保するために炭素（C）とγ ンガン（恥）の量が

規定されてし、るc

b.耐ラメラテア鋼材は、溶接で拘束力を受ける主要部材で主として板幡方向に引張力を

受けるこ軸応力部材に有効である。

c. LP鏑板i士、長手方向に連続的に板厚が変化ずる鋼板で、鱗重低減や製作加工工数の再lj

減の効果があるc

d.降伏点一定鋼とは、板厚40醐を越える鋼材でも板淳により降伏点又は樹カが変化しな

い鎖材をきい、鎖種の名称の後に“－H”を付記する。

高層 鋼桁のフランジの有効幅に演する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選ぴな

さい。

a.同じ支関長でも単純桁と連続桁では、有効婚を算出ナる等価支関長は異なるa

b.連続桁の有効幅を算出する等価支関長i士、支問中央と中間支点では異なる。

c.プランジの有効帽を算出するb/Lのbl土、腹板間輔の1/2又は片持部のフランジの突出

幅を用いるo

d.ゲノレバー桁の片持ち部の等価支関長は、張出長を用いる。

7闇 鋼道路橋の継手の設計に関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから濃ぴなさ

し、。

a.溶接継手において溶接線に直角なti1'1Jに引張応力を受ける継手には、完全溶込み開先

溶接もしくは部分溶込み開先溶接を用いることを原則とする。

b.高カボルト摩擦接合継手の1ボルト線上に並ぶ本数は、ボルトに作用するカが不均等

とならないよう島本以下とナるのが良い。

c.応カに直角なすみ肉溶接と高カボルト摩擦接合とl士、併用しではならない。

ι溶接と高カボルト支店援trとは、併用しではならない。



思 鋼製橋脚の耐震設計に関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a.銅製橋脚の耐震性能2又は耐震性能3の照査における解析方法としては、非線形履歴モ

デルを用いた時刻歴応答解析を用いるのが良い。

b. ::1ンクロートを充てんした鋼製橋脚の内部に充てん十るコンクリートl土、高強度のコ

ンクロートを用いるのが良い。

c.コンクロートを充てんした銅製橋脚の充てん高さは、充てんしたコンクリートの直上

の鋼製断面に座屈が生じないように決めなければならない。

d. ::1ンクロートを充てんしない銅製橋脚i土、脆性的な破壊を防ぎ、塑性変形能を磯保出

来る構造としなければならない。

立 鋼橋の妨食法に関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a.塗装は、塗j漢が腐食の原凶となる酸素や水や塩分等の腐食を促進する物質を遮断する

防食方法で、色彩選択の自由度が高く周辺環境との調和が図りやすい。

b.耐候性鋼材は、鎖材表面に生成される綾綾なさび層によって鋼材を保護する防食方法

で、構造設計では級殺なさぴ層の形成を妨げないような配慮が求められる。

c.溶融亜鉛めっきは、鋼材表面に形成した亜鉛皮膜により鍛材を保護する防食方法で、

めっき皮膜の耐久性は、どのような部材でもほぼ一定である。

d.電気妨食i土、鋼材に電流をi換して表面の霞位差をなくし、腐食費主流の回路を形成させ

ないi訪食方法で、海水中の鋼製橋脚に適用されている。

10.鋼道路橋の床版の設計に関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから濃ぴなさ

し、。

a.道路橋示方著書鍋橋編で規定している床版形式は、鉄筋コンクロート床版、プレストレ

ストコンクロート床版及び鎖床版についてである。

b.鱗コンクリート合成床j援やPC合成床版等の新しい形式の床版形式でも、床版として

の要求性能を満たずことが確認できれば用いることは可能である。

c.鉄筋コンクリート床版及びプレストレストコンクロート床j援の適用範囲は、辺長比が

1 : 2以上のいわゆる1方向販に限定している。

d.鉄筋コンクロート床版及びブレストレストコンクロート床版の設計にあたっては、せ

ん断力に対する照査を行わなければならない。



11. 冨こ主交通省が定める道路橋の定期点検に模する記述として、誤っているものを畠～4のな

かから選びなさい。

a.点検事喜領が定める適用の範凶は、道路法の道路における橋長2.0m以上の橋、高架の

道路等を道路橋としている。

b.定期点検は、近接円視によるととを基本としてお号、必要に応じて触診や打音等の非

破壊検査を併用して行う。

c.近接関視とは、肉眼によ層部材の変状等の状熊を把握し詳価が行える距離まで近接し

て問視を行うことを想定している。

d.定期点検の実施にあたっての「対策区分の判定J及び「健全性の診断Jは、橋梁点検

員が行うよう定められている。

12.冨土交通省が定める道路橋の定期点検に模する記述として、誤っているものを昌～4のな

かから選ぴなさい。

a.定期点検では、「損傷程度の評価j 「対策区分の判定j及び「健全性の診断Jの全てを

行う。

b.対策区分の判定は、損傷状況を把握した後、損傷程度の評価を行った上で、部位毎、

損傷種類毎に吉つの区分に判定する。

c.健全性の診断は、部材単位での診断と橋全体として橋単位の診断を行う。

d.部材単伎の診断を踏まえて橋単佼の診断を行う場合には、一般的に全部材のなかで最

も厳しい評価で代表させることが出来る。

13.鋼材の非破壊検査に関する記述として、誤っているものを昌～dのなかから選ぴなさい。

a.浸透探傷検査（PT）は、材料表面に発生した表面開口傷に浸透液を浸透させ、浸透液

を毛締管現象によりぎ壁面に吸い出し、拡大させ表面傷を調べる方法である。

b.磁粉採傷（話T）は、鋼材に磁束を発生させ、欠陥磁粉模様を見つけ出すことにより表

頭もしくは表層の欠陥を見つけ出す方法である。

c.超音波探傷検査（UT)I土、超音波の性質を利用し七内部欠陥を調べる方法で、ブロー

ホールのような球形の欠陥は反射波が散乱するため、大きな欠陥として検出される0

d.放射線透過検査（RT）は、放射線を透過させて、これをフィルム等に可視像を作り欠

陥などを調べる方法で、護軍接部の内部欠陥の検出には一般的に用いられている。



14.鋼橋のコンクリート床版の補強に模する記述として、誤っているものを畠～4のなかから

選ぴなさい。

a.縦桁増設工法は、既設の主桁間に新しく縦桁を追加し床版文簡を短くし、床版の曲げ

モーメントを小さく十ることにより床j援の耐力の向上を図る方法である。

b.鋼板接着工法は、床版コンクロートの下面に鋼板を接着し、既設のコンタFート床版

と一体化させ、鉄筋量を補い耐力の向上を図る」二法である。

c. FRP接着工法は、高強度のカーボン繊維シートを樹脂で床版下面に接着し、床版の耐カ

と岡IJ性の向上を図る工法である。

d.床版増j手工法は、床版j亭を増すことにより耐力の向上を図る工法で、増j事方法として

はよ面もしくは下面の2通りがある。

15.高カボルトの締め付け方法に関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選ぴ

なさい。

a. トルク法i土、あらかじめ締付けるトルクと馳カの関係を調べておき、締付け機のトル

タをコントロールする方法で、トルシア形高カボルトもトノレク法の一種である。

b.ナット回転法i土、一次締付け時からのナットの回転角度により導入する軸カを制御す

る方法で、 F8T、B8T高カボルトのみに用いると規定されている。

c.耐カ点法i土、ボルトの導入軸カとナットの回転量；との関係から耐カ点を電気的に検出

できる特殊な機械を用いて締付ける方法で、導入軸カの変動は小さい。

d.ボルト軸カと締付け方法の関係は、大きいjjから耐力点法→ナット回転角法→トルク

法となる。

16.コンクリート構造物の性能照査の原則について、誤っているものを畠～dのなかから選び

なさい。

a.構造物の性能照査は、原則として、婆求性能に応じた限界状態を施工中および設計耐

用期間中の構造物あるいは構成部材ごとに設定し、設計で仮定した形状・寸法・配筋

等の構造詳線を有する構造物あるいは構造部材が限界状態に至らないことを確認する

ことで行うこととする。

b.限界状態i土、一般に耐久性、安全性、使用性、および復旧性に対して設定することと

する。

c.構造物の限界状態に対する照査は、適切な照査指擦を定め、その限界値と応答値との

比較により行うことを原則とする。

d.構造物の性能照査は、たとえ鮒久性に関する照査および初期ひび割れに対する照査を

満足十る場介であっても、構造物の性能に及ぼす、環境作用による経時変化の影響は

無視しではならない。



17司コンクリートの収縮およびクリ…ブの影響について、誤っているものを畠～4のなかから

選ぴなさい。

a.コンクロートの収縮および夕日ープの影響は、材料、環境条件、部材の寸法等を考慮

して定めなければならない。

b.施工中と施工後の構造系に変化がある場合は、コンクロートの収縮およびグロープの

影響を考慮しなければならない。

c.静定構造物においては、自由な変形が拘束される場合や、尚一断面で収縮変形に大き

な差がある場合であっても、収縮および夕日ープの影響は微小であるため考慮する必

要はない。

d.ラーメン、アーチ等の不静定構造物の設計では、一般に、構造物の断面に一様に収縮

およびタリープの影響があるものとしてよい。

18.コンクリート構造物の計画について、誤っているものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a.構造計画においては、供用期間において構造物に要求される性能を最も合理的に満足

できるように、設計耐用期間、構造形式、使用材料、主要寸法を設定しなければなら

ない。

b.構造計画においては、規定される要求性能を満足できるように、構造物の施L方法、

維持管趨区分の決定、環境位、経済性などを考慮し総合的に検討しなければならない。

c.構造計画を立案する際には、施工を行う際の将来的な建設予定地の状況は不明磯であ

るため、各種の調査は行わなくてもよい。

＆構造物の機能には、当該構造物に求められる目的または要求に対する本来の機能のほ

かに、上下水道やガスなどのインフラ設備が添架される場合もあるため、構造計留に

当たっては関連する機関と事前にト分協議の上、検討する必要がある。

ゆコーペルとしての検討について、誤っているものを畠～dのなかから濃ぴなさい。

a.コーベルl土、水τ！？引張材と傾斜した圧縮材からなるトラスと考えて解析してよい。

b.曲げモーメントに対する検討において、軸:1Ji'1J引張鉄筋は水平材の引張力に対して配

置するものとする。

c.せん断カに対する検討は、一般に変動作用の繰り返しにより破壊に奈る疲労破壊の限

界状態について行えばよい。

d.コーベルの荷重作用点直下の有効高さは、支持端での有効高さの1/2以上としなけれ

ばならない。



20.コンクリート構造物の疲労破壊に対する照登について、誤っているものを畠～dのなかか

ら選びなさい。

a.安全性に対する照査は、設計作用のもとで、すべての構成部材が疲労破壊の限界状態

にヨさらないことを確認することにより行う。

b. Iまりに刻する安全性の照蚕は、一般に、曲げに刻してのみ行えばよい。

C開スラブに対する安全性の照査は、一般に、曲げおよび押抜きせん断に対して行うもの

とするo

d.柱に対する性能照査は、一般に省略してよい。ただし、曲げモーメントあるいは軸方

向51張力の影響が特に大きい場合には、はりに準じて照査するものとする。

21.外ケーブル構造の設計について、正しいものを昌～dのなかから選びなさい。

a幅橋梁形式に関わらず、外ケーブル構造は内ケーブル構造と同様にケーブルとコンタリ

ートとの平面保持の仮定が成立するものとして設計してよい。

b聞大偏心外ケーブル構造は、主桁、塔、タトケーブルそれぞれの温度差の影響は微小であ

るため、考慮しなくてもよい。

c.外ケーブルの振動は微小であるため、橋梁への影響は配慮しなくてもよい。

d.タトケーブノレの偏向郊におけるPC鋼材の曲げ半径は、 PC鋼材に生じる二次応力および疲

労の影響等を考慮して定めなければならない。

22. p C鋼材の配置に闘する記述について、誤っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a. p C鋼材i土、定者兵の支庄面から所定の区間を直線状に配置する。

b.荷重の組合せにより曲げモーメントの符号が異なる断面付近においては、 PC鋼材を

断面の図心位置に集中的に醍置するのがよい。

c.シースを用いてPC鋼材を曲線状に配置する場合の鋼材の最小曲げ半径は、シース直

径の100倍である。

d闇桁の端支点においては、 PC鋼材の一部は下函に沿ってのばし、端部下縁illくに定着

するのが望ましい。

23.コンクリート部材と鋼部材を組合せた複合構造の接合部に関する記述について、誤って

いるものを畠～dのなかから選ぴなさい。

a.コンクロート部材は疲労耐久性が高いため、接合部は疲労に対する安全性を考慮する

必要はないo

b幅接合部は、供周期間中に所要の機能を確実に発揮するように耐久性が確保できる構造

としなければならない。

c.様子千部i士、鋼部材の界雨にコンクリートが充填可能な構造としなければならない。

d.接合部には排水勾配や水抜き孔等を設け、滞水させない構造としなければならない。



24.コンクリートエにおける打継自に模する記述について、 JIしいものを畠～dのなかから選

ぴなさい。

a.設計で定められた打線自の位置および構造は、施工しやすいように現場で自由に変更

しでもよいo

b.打継円は、せん断力の小さい位置に圧縮カの作用する方向と直角に設けるのがよい。

c.打線日は、コンクFート表面のレイタンスや緩んだ骨材等を完全に耳元号除き、 ト分に

乾燥させてからコンタロートを打継ぐ。

d.塩害の影響を受けることが予想される構造物においては、コンクリート打設層数をで

きるだけ多くし打継円を増やすととで、構造物の耐久性を向上させる。

25.鉄筋の加工および配筋について、正しいものを畠－dのなかから選ぴなさい。

a.鉄筋は、コンクリート打設中に動かないよ号、本体コンクFートと同等以上の品質を

有するコンクロート製またはモルタル製スベーサ、もしくはプラスチック製スベーサ

を用いて堅関に組立てる。

b.鉄筋の曲げ加工は、材質の変化が生じないように曲げ機械を用いて常淑で行うことを

基本とするが、やむを得ない場合にはガスパーナ等で熱してから曲げてもよい。

c.鉄筋の組立てにあたっては、少々の浮きさぴ等はコンクリートとの付着に影響がない

ため、取除く必要はない。

d.設計図に示されていない鉄筋の縦手は原則として設けないが、施工上の理由によりや

むを得ず設けなければならない場合には、構造物の性質等をよく理解したうえで、規

定に従う必要がある。

26.コンクリート構造物の耐震性の照査について、誤っているものを昌～dのなかから選ぴな

さい。

a.構造物の耐震性の照査は、所定の安全係数を用いて、想定する地震動のもとで設計応

手事値を算定し、これが設計限界値を越えないことを穣認することによち行うものとす

る。

b.耐震性能1の限界値は、部材の降伏変位または降伏回転角とする。

c.耐震性能2の限界値は、曲げ鮒力、せん断耐力、および部材の終局変位または終局間

転角と-tるo

d.耐震性能3の限界値は、鉛直部材のせん断耐カおよび構造物の自重支持耐カとする。



27.免震構を探用してはならない条件について、誤っているものを畠～dのなかから選びなさ

し、。

a.基縫周辺の地殻が、道路橋示方書v（耐震設計編）に規定する耐震設計上土質定数を
零に十る土層を有する地盤の場合

b.下部構造のたわみ性が小さく、もともと陪有周期の短い橋

c.基礎周辺の地盤が軟らかく、橋を長周期化することにより、地盤と橋の共振を引き起

こす可能性がある場合

d.活荷重及び衝撃を除く主イ荷重により、ゴム製の支承本体に引張力がやじる場介

28.アルカリシリカ反応｛締約の劣化過程の説明について、誤っているものを畠～dのなか

から滋ぴなさい＠

a.潜伏期： As Rそのものは進行するものの、膨張およびそれに伴うひび割れがまだ発
生しない期間

b.進展期：水分とアルカロの供給下において膨張が継続的に進行し、ひび割れが発生す

るとともに、鏑材腐食が発生ナる場介もある期間

c.加速期： ASR による膨張速度が最大を示す段階で、ひび割れが進展し、鎖材腐食が

発生する場合もある期間

d.劣化期：ひび割れの幡、密度が増大し、部材としての一体性が損なわれる、鋼材の腐

食による断面減少が生じる、鋼材の損傷が発生するなどにより、耐カの低下が顕著な

期間

関コンクリートのひび割れ陶製j離・空洞の読査に関する説明について、誤っているものを畠

～dのなかから選びなさい。

a.サーモグラブイ：物体表面から放射される赤外線を、検出素子を用いて三次元的に走

査し、検出された赤外線量を映像として表示する方法

b.弾性波：コンタワート表面に設置した発振子や衝撃入力装置によって内部に弾性波を

発生させ、これをコンタリート表面の受振子で測定し、内部の欠陥の位置や司法を測

定する方法

c.アコースティッタ・エミッシ器ン（AE）：：コンクロートのひび割れ発生に伴って発生

し伝播-tる弾性波を検出する方法

d.電磁波レーダ：送信アンテナから放射したインパルス状の電磁波が、コンクリートと

電気的性質が異なる物体との境界市で反射したものを受信アンテナで受信し、往復の

伝搬時間より反射物体までの彫“離を計算する方法



30.コンクリートの中性化に関する説明について、誤っているものを畠～4のなかから選ぴな

さい。

a.中性化i土、大気中の二酸化炭素がコンタワート内に侵入し炭酸化反応を起こすことに

よって絢孔溶液のpHが低下ナる現象である。

b.中性化により、コンクロート内部の鋼材に腐食が生じ、その腐食の進行によ哲ひぴ割

れの発生、かぶりコンクFートの剥離・弱！落・鋼材の断面欠損による耐術力の低下等、

構造物あるいは部材の性能低下が生じる

c.中性化は、水和物の変質と締孔構造の変化を伴うため、鍋材の腐食だけでなくコンク

リートの強度変化などを引き起とす可能性がある。

d.中性化は酸性物質がコン夕日一トに作用することによって進行するが、特殊な環境を

除けば涼凶となる物質は凍結防止舟j等に含まれる塩化物イオンである。




